
（別紙３）

～ 2026年　1月　30日

（対象者数） 17名 （回答者数） 12名

～ 2026年 1月　30日

（対象者数） 8名 （回答者数） 8名

○ 分析結果

さらに充実を図るための取組等

1

情報共有だけでなく、利用者についてケース研究をおこなう

など、より良い支援に向けた取り組みを実施できると良い。

内部研修だけでなく、外部の集合研修・オンライン研修など

にも参加する機会を増やすことで、支援や運営について見識

を深められると良い。

2

落ち着いて活動に参加できているお子さんに関しては、ペア

レント・トレーニングを積極的におこない、家庭支援を充実

させていく。

その日その時の即時プログラムを大切にしていきながら、親

御さんのニーズも汲んだ、中期的・長期的な視点に立った目

標設定をおこない、実行していく。

3

充分な活動場所があるからこそ、レパートリーを広げられる

よう、新しいことを取り入れたり工夫をしていく。

全てのお子さんが、混乱なく活動できるよう、色別にする・

目印を付けるなどの視覚的なツールも、適宜活用していく。

改善に向けて必要な取組や工夫が必要な点等

1

地域でのイベント等の情報取集をおこない、参加できそうな

ものに関しては、企画をしていく。

地域の体育施設などの利用も検討していく。

2

きょうだい向けのイベントに関しては、親御さんがどの程度

望んでいるか、その情報収集をおこなっていく。

きょうだいに関しての悩みや相談事項については、日頃の面

談やお帰り等で、積極的に話を聞いていく。

3

スタッフ全員で集まれない場合は、メールや引継ぎノートを

活用することを継続していく。

環境整備等は、効率を考えながらおこない、できる限り打ち

合わせ・引継ぎに時間が割けるよう配慮する。

○事業所名 五乃神学園スウィング

○保護者評価実施期間
2026年　1月　5日

○保護者評価有効回答数

2026年　1月　5日

○従業者評価有効回答数

○事業者向け自己評価表作成日
2026年　２月　27日

事業所の強み（※）だと思われること

※より強化・充実を図ることが期待されること
工夫していることや意識的に行っている取組等

○従業者評価実施期間

事前の打ち合わせ、事後の引継ぎを、スタッフで集まって実施

できない日もある。

五乃神学園内で運営している特性上、活動前の準備・環境調

整、活動後の翌日に向けての整備、等に時間が割かれることが

多かった。そのため、状況によっては、スタッフ全員で集まり

打ち合わせや引継ぎができなかった。

事業所の弱み（※）だと思われること

※事業所の課題や改善が必要だと思われること
事業所として考えている課題の要因等

地域の他のお子さんと交流する機会が少ない。 利用者のほとんどが行動障害があり、学校や家庭での問題行動

の改善が主な課題である。そのため、行動リズムを整えること

や苦手なことの克服などを主に支援をしており、地域の活動に

参加する機会をなかなか作ることができなかった。

きょうだい向けのイベントの開催・きょうだい同士の交流の機

会など、きょうだいへの支援が実施できていない。

保護者の方から相談があった場合は、きょうだいとの関わり方

への助言や支援もおこなっていたが、こちらから積極的に情報

収集したりイベントを企画実施することがあまりなかった。

全支援員が、コロロメソッドに基づいた支援をおこなうこと

で、対応に一貫性があり、お子さんの混乱等が防げる。

グループ全体で、コロロメソッドについての職員向け勉強会な

どがあるため、五乃神学園スウィングの支援員も参加してい

る。

連絡帳やお帰り時などに、支援についてご家庭にも共有するよ

う心がけている。そのことにより、良い状態がご家庭でも続く

ことを目指している。

利用者の状況を最優先にしながらプログラムを進行する（即時

プログラム）が特徴。結果的に、どのお子さんも、無理なく集

団参加できている。

活動のスケジュールはおおまかに立てているが、来室時のお子

さんの様子を観察し、活動内容を適宜変更している。

集団活動が主だが、集団の中で、それぞれのお子さんに見合っ

た課題設定や支援の仕方を工夫し、個々のニーズに応じられる

ように心がけている。また、お子さんの様子によっては、

ちょっと苦手なことにも挑戦する機会を、意識的に作ってい

る。

活動場所が、安全かつシンプルで分かりやすく、充分な広さが

確保できているため、天候に関係なく、さまざまな活動を実施

することができる。

活動場所や教材教具などは段階的に変え、お子さんたちの適応

力向上につながるよう、目指している。

活動の前後には、安全が確保できているか、活動場所の状況を

確認するようにしている。

事業所における自己評価総括表公表


